


































人口の将来見通しとまちづくりの主要課題

三
社人研準拠推計値と独自推計値の比較
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ー●一社人研準拠推計値 --0—独自推計値

23,595 

令和2年 令和7年 令和12年
(2020年） （2025年） （2030年）

令和17年 令和22年
(2035年） （2040年）

令和27年 令和32年
(2045年） （2050年）

令和37年
(2055年）

令和42年 令和47年
(2060年） （2065年）

令和52年
(2070年）

※令和2(2020) 年は国勢調査による実績値、令和 32(2050) 年までは社人研公表値、令和 37(2055) 年以降は

社人研推計に準拠した値（準拠値）に基づいています。

この独自推計は、本市が巨指す長期的な方向性に基づき、多様な施策を総合的かつ計画的に推進して

いくことによって、合計特殊出生率の緩やかな回復や社会移動による人口減少の抑制を前提とした、

施策推進上の重要な指標となるものです。

(3)急激な人口減少への対応と本計画の役割

上記の通り、人口構造の変化はまちの将来に大きな影響を及ぼします。とりわけ、急激な人口減少

の抑止には、必要な対策を遅滞なく講じることが必須です。

本計画は、この人口見通しとまちの方向性を共有し、後期基本計画の今後5年間を、人口減少の

スピ ー ドを緩やかにし、将来のまちの活力を維持するための基盤を固める 重要な期間と位置づけ

ます。

具体的には、本推言十に基づき人口減少抑制に向けた施策を実行しつつ、常に変化する人口動態に

ついて最新の状況を正確に把握します。その上 で 施策の効果を検証・見直しながら、変化に対応して

機動 的にまちづくりを推進していきます。
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